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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
皮膚の測定対象部位に接触させて体温、心音、脈波、脳波等の生体信号を検出する接触型
センサーと、前記センサーの制御用電子部品が搭載された基板と、前記電子部品の駆動用
電源と、これらを収容する上下のケースとからなる測定具本体を備え、前記センサーの先
端を前記下ケースの下面に露出させた健康測定具において、
前記センサーは、前記下ケースの下方に突出しており、前記基板との間に設けられたバネ
を介して浮動支持され、前記測定具本体を前記測定対象部位に固定する際に、前記バネは
、撓み変形して、前記センサーを前記測定対象部位に所定圧力で押当付勢する健康測定具
であって、
前記下ケースは、前記バネの外周を固定するバネ保持部と、前記バネ保持部の下方から覆
うように嵌着される可撓性のＵ字型下カバーとを備え、
前記センサー保持部は、下端が開口した筒状部材であり、前記バネの中央に設けられた貫
通孔に嵌着され、前記センサーを前記バネの下方に突出させつつ前記測定対象部位に接触
可能にするものであり、
前記下カバーは、中央に前記センサー保持部を嵌着する嵌着孔と、前記嵌着孔に前記セン
サー保持部を嵌着させたときに、前記センサー保持部の外周に配置される段付きの環状薄
肉部とを有することを特徴とする健康測定具。
【請求項２】
前記センサー保持部の下端開口部は、ステンレス製のキャップで覆われ、前記キャップの
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内面は、前記センサーの先端と接触することを特徴とする請求項１記載の健康測定具。
【請求項３】
前記センサー保持部は、前記バネの上方に突出している頂部と、前記頂部の上面に設けら
れた導電性部材とを備え、 
前記基板は、中央の下面側に、前記電源と電気的に接続されたスイッチ回路を備え、
前記測定具本体を前記測定対象部位に固定する際に、前記バネが撓み変形して、前記導電
性部材を前記スイッチ回路に接触させることを特徴とする請求項１記載の健康測定具。
【請求項４】
前記センサー保持部は、前記センサーを収容するステンレス製カップを筒内に保持してい
ることを特徴とする請求項１記載の健康測定具。
【請求項５】
前記健康測定具は、前記測定具本体を皮膚の測定対象部位に固定する固定手段を
有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項記載の健康測定具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接触型センサーを皮膚の測定対象部位に固定して生体信号を検出する健康測
定具に関し、例えば、体温、心音、脈波、脳波等の各種測定具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、病院では、患者の健康情報を長時間にわたり観察する監視測定装置として、例え
ば実用新案登録第３０７７６５７号公報（特許文献１）に示すものが使用されている。
【０００３】
　同公報の第６図によれば、感温センサーを殻体の下方から露出させ、係止帯を介して皮
膚に接触し、体温を検出している。
【０００４】
　しかし、このような監視測定装置には、以下に説明する技術的な課題があった。
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第３０７７６５７号公報の第６図
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　精確な体温測定を行うためには、感温センサーが外気と接触しないように、すなわち、
感温センサーが測定対象部位から外れないように留意する必要がある。
【０００７】
　そのため、患者は、係止帯を強く締め付けたり、センサーを強く測定対象部位に押し当
てなければならず、長時間に及ぶ測定においては苦痛を伴うものであった。
【０００８】
　これに対し、センサーの突出部分を少なくすれば、仮にセンサーを強く測定対象部位に
押し当てたとしても、苦痛は軽減するが、その場合には、センサーと皮膚との接触率が低
下し、また、センサーが皮膚から離脱しやすくなるため、測定不良や測定誤差の要因とな
る。
【０００９】
　更に、センサーの測定対象部位への押し当てを患者自身が手操作によって行う場合、そ
の押当力や押当時間は、患者によってまちまちであり、これも測定誤差要因となる。
【００１０】
　本発明は、このような従来の問題点に鑑みてなされたものであって、その目的とすると
ころは、長時間の測定に際しても、人体への圧迫や苦痛が少なく、また測定誤差が少なく
、使用者が使いやすい健康測定具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
上記目的を達成するため、本発明にかかる健康測定具は、皮膚の測定対象部位に接触させ
て体温、心音、脈波、脳波等の生体信号を検出する接触型センサーと、前記センサーの制
御用電子部品が搭載された基板と、前記電子部品の駆動用電源と、これらを収容する上下
のケースとからなる測定具本体を備え、前記センサーの先端を前記下ケースの下面に露出
させた健康測定具において、前記センサーは、前記下ケースの下方に突出しており、前記
基板との間に設けられたバネを介して浮動支持され、前記測定具本体を前記測定対象部位
に固定する際に、前記バネは、撓み変形して、前記センサーを前記測定対象部位に所定圧
力で押当付勢する健康測定具であって、前記下ケースは、前記バネの外周を固定するバネ
保持部と、前記バネ保持部の下方から覆うように嵌着される可撓性のＵ字型下カバーとを
備え、
前記センサー保持部は、下端が開口した筒状部材であり、前記バネの中央に設けられた貫
通孔に嵌着され、前記センサーを前記バネの下方に突出させつつ前記測定対象部位に接触
可能にするものであり、前記下カバーは、中央に前記センサー保持部を嵌着する嵌着孔と
、前記嵌着孔に前記センサー保持部を嵌着させたときに、前記センサー保持部の外周に配
置される段付きの環状薄肉部とを有している。
【００１２】
　このように構成した健康測定具によれば、センサーは、下ケースの下方に突出するよう
、バネを介して浮動支持され、測定具本体を測定対象部位に固定する際に、バネは、撓み
変形して、センサーを測定対象部位に所定圧力で押当付勢するので、患者による押し当て
操作が容易となり、長時間装着していても、圧迫感や苦痛を感じることなく安定した測定
が行われ、又、測定誤差も少ない。
【００１３】
また、上記構成の健康測定具では、下ケースは、バネの外周を固定するバネ保持部と、バ
ネ保持部の下方から覆うように嵌着される可撓性のＵ字型下カバーとを備え、センサー保
持部は、バネの中央に設けられた貫通孔に嵌着され、センサーをバネの下方に突出させつ
つ測定対象部位に接触可能にするので、測定具本体を測定対象部位に固定する際に、バネ
は、撓み変形して、センサー保持部を測定対象部位に所定圧力で押当付勢して、患者によ
る押し当て操作が容易となり、長時間装着していても、圧迫感や苦痛を感じることなく安
定した測定が行われる。更に、センサー保持部は、筒状部材であるので、測定具本体を測
定対象部位に固定した時に、センサーが外気に接触するのを遮断し、測定誤差も少ない。
【００１５】
さらに、上記構成の健康測定具では、下カバーは、中央にセンサー保持部を嵌着する嵌着
孔と、嵌着孔にセンサー保持部を嵌着させたときに、センサー保持部の外周に配置される
段付きの環状薄肉部とを有しているので、センサーが測定対象部位に接触した後、Ｕ字型
下カバーの外周縁が、皮膚のセンサー測定対象部位を閉塞し、センサーの外気接触を遮断
するので、センサーの測定誤差をより軽減させることが出来る。また、下カバーは、可撓
性を有することから皮膚のあらゆる凹凸にもフィットするので、人体のどのような部位に
も健康測定具を取り付けることができる。さらに、センサー保持部は、その下端だけが開
口しているので、測定具本体内に塵埃等の異物が侵入しにくい構造になっている。
【００２１】
前記センサー保持部の下端開口部は、ステンレス製のキャップで覆われ、前記キャップの
内面は、前記センサーの先端と接触するように構成してもよい。
【００２２】
　この構成によれば、皮膚に接触したキャップは、熱伝導率の高いステンレス製であるの
で、当該皮膚の温度をセンサーに伝達する。このように、キャップを用いることにより、
センサー保持部が閉塞され、塵埃の侵入が防止されるとともに、センサーが測定対象部位
に直接接触しないため、センサーの破損や腐食を防止することができる。また、センサー
が外気と接触しないようになるので、センサーの測定誤差も少なくなる。
【００２３】
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前記センサー保持部は、前記バネの上方に突出している頂部と、前記頂部の上面に設けら
れた導電性部材とを備え、前記基板は、中央の下面側に、前記電源と電気的に接続された
スイッチ回路を備え、前記測定具本体を前記測定対象部位に固定する際に、前記バネが撓
み変形して、前記導電性部材を前記スイッチ回路に接触させることができる。
【００２４】
　この構成によれば、測定具本体を皮膚の測定対象部位に固定する際に、バネの下方に突
出しているセンサー保持部が皮膚に接触して、バネは、撓み変形して、その撓み幅だけセ
ンサー保持部を基板側に移動させ、バネの上方に突出した頂部の導電性部材が基板のスイ
ッチ回路に接触するので、センサー保持部が皮膚に押し当てられている間は常時、通電状
態となり、測定の都度、電源スイッチを入切する操作が不要となり、又、測定中に電源が
遮断される心配もない。
【００２５】
前記センサー保持部は、前記センサーを収容するステンレス製カップを筒内に保持してい
てもよい。
【００２６】
　この構成によれば、センサーの周囲が遮蔽され、外気との接触による検知誤差が少なく
なる。
【００２７】
前記健康測定具は、前記測定具本体を皮膚の測定対象部位に固定する固定手段を有してい
てもよい。
【００２８】
　この構成によれば、測定具本体が固定手段により固定されるので、患者は測定具本体を
持ち続ける等の苦痛を感じることがなくなり、又、長時間の測定が可能となる。
【００３０】
　これらのバネは、加工容易、入手性容易であり、皮膚の測定対象部位への押当力を自在
に調整することが出来る。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明にかかる健康測定具によれば、センサーは、下ケースの下方に突出するよう、バ
ネを介して浮動支持されるので、測定具本体を測定対象部位に固定する際に、バネは、撓
み変形して、センサーを測定対象部位に所定圧力で押当付勢し、患者による押し当て操作
が容易となり、長時間装着していても、圧迫感や苦痛を感じることなく安定した測定が行
われ、又、測定誤差も少ない。
【００３２】
　又、バネ部とセンサー保持部とが一体成形された下ケースを備えた健康測定具であれば
、センサー保持部、バネ保持部、バネ各相互間の連結工程が不要となり、工程が簡素化さ
れるのみならず、部品点数が減りコストが削減される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明にかかる健康測定具につき、図面に基づき詳細に説明する。図１は、本発
明の健康測定具を体温測定に応用した場合の一実施例を示す電子体温計１の外観図である
。尚、本発明の健康測定具とは、皮膚の測定対象部位に接触させて体温、心音、脈波、脳
波等の生体信号を検出する接触型センサー（温度センサー、圧力センサー、マイクロフォ
ン、圧電センサー、脳波用電極等）を有する測定具本体を備えており、本実施例の電子体
温計１の他、心音計、脈波計、脳波計等が含まれる。
【００３４】
　同図に示した電子体温計１は、バンド１０等の固定手段と、測定具本体１２とにより構
成される。測定具本体１２は、センサー１２ａ、上ケース１２ｂ、下ケース１２ｃを備え
ており、センサー１２ａの先端は、下ケース１２ｃの下面側に露出している。本実施例の
測定具本体１２は、直径３．５センチ、厚さ１．５センチの円盤形状をしているが、大き
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さ、形状はこれに限らず、例えばペンシル形状やスティック形状をしていてもよい。
【００３５】
　本実施例のバンド１０は、上ケース１２ｂの両側辺にバンド固定具１０ａを介して固設
されており、バンド１０に貼り付けられた一対のマジックテープ１０ｂにより、下ケース
１２ｃの下面側に露出しているセンサー１２ａを皮膚の測定対象部位に固定する。固定手
段を備えた電子体温計１であれば、測定具本体１２が固定手段により固定されるので、患
者は測定具本体１２を持ち続ける等の苦痛を感じることがなくなり、又、長時間の測定が
可能となる。
【００３６】
　尚、バンド１０は、電子体温計１の場合、手首や足首に巻かれるのが一般的であるが、
心音計の場合には心臓部を含む胸囲に巻かれ、脳波計の場合には頭部に巻かれるのが一般
的である。又、バンド１０は、バンド固定具１０ａから取り外し可能になっていてもよく
、測定具本体１２のみを携帯することも出来る。
【００３７】
　又、固定手段は、測定具本体１２を皮膚の測定対象部位に固定するものであればよく、
固定手段の取付け場所や、固定手段が測定具本体１２に一体的に設けられているか別体的
に設けられているかは問わない。例えば、固定手段は、本実施例のバンド１０の他、人体
皮膚を痛めることなく粘着性の強いテープでもよく、当該テープを上ケース１２ｂの上面
に貼り付け、手首や足首に巻き付けることも出来る。更に、下ケース１２ｃのうち、セン
サー１２ａが露出している面に、両面テープや接着剤等の接着材料を貼り付けないしは塗
布することで、測定具本体１２は皮膚に固定されるので、当該接着材料を固定手段として
もよい。
【００３８】
　尚、固定手段を備えない場合には、測定具本体１２のケースを患者の脇下や手等の身体
によって支持することで、測定具本体１２を皮膚に固定することも可能である。
【００３９】
　図２は、図１に示した電子体温計１のうち、測定具本体１２の内部縦断面図を示してい
る。図２の測定具本体１２は、図１に示したセンサー１２ａ、上ケース１２ｂ、下ケース
１２ｃの他、内部に、センサー１２ａの制御用電子部品が搭載された基板７０、電子部品
の駆動用電源である電池７２、バネ６とを備え、これらが上ケース１２ｂ、下ケース１２
ｃの内部に収容されている。
【００４０】
　センサー１２ａは、皮膚の測定対象部位との接触により体温、心音、脈波、脳波等の生
体信号を検知するものである。本実施例のセンサー１２ａは、温度を検知する温度センサ
ーであり、温度の変化に対応して抵抗値が変化するサーミスタや熱電対が温度センサーと
して好適に用いられる。
【００４１】
　又、センサー１２ａは、基板７０に接続されており、センサー１２ａの検出値は、基板
７０に伝達された後、基板７０に搭載された電子部品の機能に基づき、体温値の演算、補
正、表示等に用いられる。
【００４２】
　本実施例の電子体温計１には、演算された体温値の表示機能はなく、代わりに測定具本
体１２に内蔵された円形アンテナ（図示せず）を介して無線で体温に関する情報（体温値
、測定時刻、被測定者等）を受信機に送信する機能が備わっている。体温に関する情報を
電子体温計１から受信した受信機又は受信機に接続された表示器は、当該情報を表示する
ことが出来る。
【００４３】
　尚、本発明の健康測定具そのものにＬＣＤディスプレイやＬＥＤ等の表示手段が設けら
れていてもよく、その場合には、健康測定具を装着した患者自身が、測定値を知ることが
出来る。
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【００４４】
　本実施例の上ケース１２ｂは、基板７０及び電池７２を収容する部品収容部７と、電池
７２の挿入孔７ｂを上方から閉塞する蓋８と、部品収容部７を上方から覆う上カバー９と
により構成される。尚、本実施例では、基板７０及び電池７２が上ケース１２ｂに収容さ
れているが、下ケース１２ｃに収容されていてもよく、上下のいずれに収容されるかは問
わない。
【００４５】
又、本実施例の下ケース１２ｃは、バネ６の外周を固定するバネ保持部５と、バネ保持部
５を下方から覆う下カバー４とを備える。センサー保持部３は、下端が開口した筒状部材
であり、下ケース１２ｃに嵌着されるとともに、バネ６の中央に設けられた貫通孔６ａに
嵌着され、センサーを１２ａバネ６の下方に突出させつつ測定対象部位に接触可能にして
いる。
【００４６】
　ここで、センサー１２ａは、下ケース１２ｃの下方に突出しており、基板７０との間に
設けられたバネ６を介して浮動支持されている。更に、本実施例では、センサー保持部３
は、バネ６の中央に設けられた貫通孔６ａに装着され、センサー１２ａをバネ６の下方に
突出させつつ測定対象部位に保持する。
【００４７】
　つまり、測定具本体１２を測定対象部位に固定する際に、バネ６は、撓み変形して、セ
ンサー１２ａを測定対象部位に所定圧力で押当付勢するので、患者による押し当て操作が
容易となり、長時間、電子体温計１を装着していても、圧迫感や苦痛を感じることなく安
定した測定が行われ、又、測定誤差も少ない。
【００４８】
　次に、下ケース１２ｃを構成するセンサー保持部３、下カバー４、バネ保持部５及びバ
ネ６の詳細について、図３の分解縦断面図、図４、図５の分解斜視図に基づいて説明する
。
【００４９】
　センサー保持部３は、センサー１２ａが下方に露出するように下端が開口した樹脂製の
筒状部材３ａと、筒状部材３ａの外周に突設された環状の起立部３ｂ，３ｃと、筒状部材
３ａの上端に突設され傾斜面を有する台形錘状の頂部３ｄと、頂部３ｄの上面に設けられ
た導電性部材３ｅとにより構成される。本実施例の導電性部材３ｅは、ゴム製であり、頂
部３ｄの上面に貼り付けられている。
【００５０】
　センサー保持部３が筒状部材３ａを備えていることにより、測定具本体１２を測定対象
部位に固定する際に、センサー１２ａの周囲は筒状部材３ａで覆われるので、センサー１
２ａの外気との接触が遮断され、測定誤差が少なくなる。
【００５１】
　更に、本実施例の筒状部材３ａの筒内にはステンレス製カップ３１が保持されており、
このカップ３１は、センサー１２ａの周囲を遮蔽して、外気との接触による検知誤差をよ
り軽減させることが出来る。
【００５２】
　下カバー４は、枠状のバネ保持部５に嵌着して、バネ保持部５及びバネ６を下方から覆
うようにして収容し、これらを保護する役目を担うＵ字型の皿状部材であり、本実施例で
は、可撓性を有するシリコンゴム製である。
【００５３】
　詳細には、下カバー４は、中央に設けられた嵌着孔４ａと、嵌着孔４ａの外周に設けら
れた段付きの環状薄肉部４ｄと、薄肉部４ｄの外周に設けられ薄肉部４ｄよりも厚く形成
された外周縁４ｅと、外周縁４ｅの上方に突設されたコの字部４ｆとから構成される。
【００５４】
　嵌着孔４ａの内周面には、センサー保持部３の起立部３ｂ，３ｃを密着状態で嵌着する
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環状溝４ｂ，４ｃが形成されており、これにより、下カバー４にセンサー保持部３が一体
化される。
【００５５】
　薄肉部４ｄは、センサー保持部３を下カバー４に嵌着した場合に、センサー保持部３の
外周囲に相当している。これにより、センサー１２ａ及びセンサー保持部３が皮膚に接触
すれば、続いて、下カバー４の外周縁４ｅが皮膚に接触して、センサー１２ａの測定対象
部位を閉塞し、センサー１２ａの外気接触を遮断するので、センサー１２ａの測定誤差を
より軽減させることが出来るとともに、薄肉部４ｄの更なる撓性によって皮膚のあらゆる
凹凸にもフィットするので、人体のどのような部位にも電子体温計１を取り付けることが
出来る。又、センサー保持部３は下カバー４に一体化され、センサー保持部３の下端だけ
が開口しているので、測定具本体１２内に塵埃等の異物が侵入しにくい。
【００５６】
　バネ保持部５は、バネ６を収容し、バネ６の外周である外環６ｃを固定するための枠状
部材５ａと、枠状部材５ａの外周には設けられた段差部５ｂとを備え、これらが樹脂で一
体成形されている。
【００５７】
　枠状部材５ａの内周面には、バネ６の外環６ｃを固定するため、コの字を左方向に９０
度回転させた形状の凸片５ｃが４箇所固設されている。又、枠状部材５ａの上面には、円
柱状のボス５ｄが３箇所突設されるとともに、取付孔５ｅが枠状部材５ａを上下貫通の上
、穿設されている。
【００５８】
　本実施例のバネ６は、１枚の可撓性金属製部材より型抜き成形された略円錐形状の皿板
バネであり、詳細は図６の平面図に示すように、中央に設けられた貫通孔６ａ、貫通孔６
ａの外周に形成された内環６ｂ、外郭を形成する外環６ｃ、内環６ｂと外環６ｃとを連結
する３箇所の弓状の架設部６ｄから構成される。尚、架設部６ｄは、内環６ｂから外環６
ｃに沿って湾曲した上り斜面を形成している。
【００５９】
　更に、外環６ｃの外周には、４箇所の係止爪６ｅが下向きに突設されており、これら係
止爪６ｅは、バネ保持部５の凸片５ｃのコの字内に収容されるようになっている。そして
、係止爪６ｅを凸片５ｃ内に収容した状態で、段差部５ｂに下カバー４のコの字部４ｆを
嵌着すれば、バネ６の外環６ｃがバネ保持部５及び下カバー４により固定される。尚、バ
ネ６の外環６ｃの固定方法は、本実施例に限らず、例えば、バネ保持部５、下カバー４の
いずれかによって固定されてもよい。
【００６０】
　又更に、バネ６は、貫通孔６ａにセンサー保持部３を装着して保持する。センサー保持
部３の頂部３ｄの傾斜面の途中には、バネ６の貫通孔６ａと同径の部分があり、バネ６は
、図５に示すように、貫通孔６ａ内にセンサー保持部３を装着し、貫通孔６ａの内周面と
頂部３ｄの傾斜面とを当接させて、センサー保持部３を保持する。尚、センサー保持部３
の保持方法はこれに限らない。例えば、バネ６の内環６ｂが、センサー保持部３の起立部
３ｃに当接して、センサー保持部３を保持してもよい。
【００６１】
　以上説明したセンサー保持部３、下カバー４、バネ保持部５、バネ６の相互の関係を改
めて説明すると、センサー１２ａをセンサー保持部３に収容した後、センサー保持部３を
下カバー４の嵌着孔４ａ内に嵌着し、センサー保持部３と下カバー４とを連結一体化させ
る。そして、バネ保持部５の凸片５ｃ内にバネ６の係止爪６ｅを収容した後、下カバー４
のコの字部４ｆをバネ保持部５の段差部５ｂを覆うようにして、バネ保持部５に嵌着する
。これにより、バネ６の外環６ｃがバネ保持部５及び下カバー４とによって上下から固定
されるとともに、バネ６の貫通孔６ａ内にセンサー保持部３の頂部３ｄが貫入され、セン
サー１２ａ及びセンサー保持部３はバネ６を介して浮動支持される。
【００６２】
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　そこで、測定具本体１２を皮膚の測定対象部位に接触させようとすると、センサー１２
ａを保持しているセンサー保持部３は、バネ６を介して浮動支持されており、下カバー４
及びバネ６の下方に突出しているから、真っ先にセンサー１２ａが測定対象部位に接触し
て皮膚を押し当てるとともに、センサー保持部３が装着された貫通孔６ａを介して、バネ
６の内環６ｂに荷重を加える。外環６ｃが固定されたバネ６の内環６ｂに荷重が加われば
、バネ６はその特性、すなわち復元力に応じた範囲でバネ６を円錐高さを低くする方向に
撓み変形する。
【００６３】
　その際、バネ６は、センサー１２ａ及びセンサー保持部３を皮膚に所定圧力で押当付勢
するので、センサー１２ａは一定の押当力を維持しながら測定対象部位に接触する。従っ
て、電子体温計１の測定具本体１２を長時間にわたり、患者の皮膚に固定させたとしても
、従来のような圧迫感や苦痛がなく、しかも、安定した検出値をセンサー１２ａから得る
ことが可能となり測定誤差が軽減される。
【００６４】
　しかも、下カバー４のうち、センサー保持部３の外周囲は、外周縁４ｅに対して段付き
の薄肉部４ｄとなっていることから、センサー１２ａが測定対象部位に接触すれば、続い
て、外周縁４ｅが皮膚に接触して、センサー１２ａの測定対象部位を閉塞し、センサー１
２ａの外気接触を遮断するので、センサー１２ａの測定誤差をより軽減させることが出来
るとともに、薄肉部４ｄの更なる撓性によって皮膚のあらゆる凹凸にもフィットするので
、人体のどのような部位にも電子体温計１を取り付けることが出来る。
【００６５】
　尚、バネ６がセンサー１２ａ及びセンサー保持部３に加える押当力、すなわち、バネ６
の撓み幅、復元力は、バネ６の特性（材料、定数、厚み、形状等）や下カバー４の撓性の
程度によって、自由に定めることが出来る。例えば、バネ６の内環６ｂや外環６ｃの形状
、厚みを変化させることによって、センサー１２ａ及びセンサー保持部３への押当力を調
整し、患者の性別、年齢、病状や電子体温計１の固定期間等に応じた測定を行うことが可
能となる。
【００６６】
　次に、上ケース１２ｂを構成する部品収容部７、蓋８、上カバー９及び基板７０の詳細
について、図３の分解縦断面図、図４、図５の分解斜視図に基づいて説明する。
【００６７】
　部品収容部７は、電池７２の挿入孔７ａが上方に形成された中空筒状の電池収容部７ｂ
と、電池収容部７ｂの外周かつ下方に設けられた基板収容部７ｃと、基板収容部７ｃの外
周に設けられた溝７ｄ付きの縁部７ｅと、電池収容部７ｂの外周に突設された突片７ｈと
により構成され、これらが一体成形されている。
【００６８】
　挿入孔７ａは、蓋８の外径と同径に形成され、蓋８に係合する。挿入孔７ａの内周面に
は、図４に示すように、上下反転したＬ字型のレール７ｆと、レール７ｆに連結されたガ
イド７ｇが３箇所突設されている。
【００６９】
　一方、蓋８は、円筒状の本体８ａと、本体８ａの上面縁に設けられた蓋面８ｂと、本体
８ａの外周面に３箇所突設された衝止片８ｃと、蓋面８ｂと衝止片８ｃとの間に介装され
たリング状のパッキン８ｄにより構成されている。
【００７０】
　つまり、電池収容部７ｂ内に電池７２を収容した後、挿入孔７ａ内に蓋８を挿入し、蓋
８を一の方向に回転させることによって、衝止片８ｃは、ガイド７ｇ上を摺接しながら移
動し、更に、隣接するガイド７ｇの横に連結されたレール７ｆの下を摺接して、上下反転
したＬ字の角で衝止する。これにより、衝止片８ｃは、レール７ｆの下に嵌入された状態
となり、上方に引き抜かれることなく電池収容部７ｂに固定され、挿入孔７ａを密閉状態
で閉塞する。
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【００７１】
　又、蓋８を先の方向と逆方向に回転させれば、衝止片８ｃは再びレール７ｆ及びガイド
７ｇを摺接しながら移動し、蓋８を電池収容部７ｂから引き抜くことが可能となる。尚、
蓋８の回転は、蓋面８ｂに穿設された矩形溝状の凹部８ｅにコインを挿入し、コインを正
逆方向に回転させることで容易に行われる。
【００７２】
　部品収容部７の詳細説明に戻ると、基板収容部７ｃは、下面が基板７０の外形を模した
形状の凹部となっている。基板７０は、当該凹部内に収容されるとともに、バネ支持部５
のボス５ｄの内周側にある縁上で係止する。
【００７３】
　縁部７ｅの下面側には、バネ支持部５のボス５ｄと係合する位置決め用の凹部７ｉが形
成され、又更には、取付孔５ｅの同心上に取付孔７ｊが穿設されている。つまり、ボス５
ｄと凹部７ｉを係合の上、取付孔５ｅ，７ｊにビスを貫入することによって、バネ保持部
５と部品収容部７とが連結固定される。
【００７４】
　基板７０の上面側は、電池収容部７ｂの挿入孔７ａと連通するボタン型電池７２の電池
支持部７０ａとなっており、電源回路と接続された電極（図示せず）が突出している。こ
の電極と、電池支持部７０ａ上に支持された電池７２の電極端子とが接触して、電池７２
の電力が基板７０内の電子回路に供給される。尚、基板７０側の電極が突出する代わりに
、電池７２側の電極端子が突出していてもよく、その場合は、基板７０に電極端子の挿入
孔が設けられ、当該挿入孔が電源回路に電気的に接続されていればよい。
【００７５】
　又、基板７０の中央の下面側には、電池７２と電気的に接続されたスイッチ回路７０ｂ
が形成されている。センサー保持部３の頂部３ｄは、バネ６より上方に突出しており、頂
部３ｄの上面に設けられた導電性部材３ｅがスイッチ回路７０ｂに接触することにより、
電池７２の電力が基板７０内の電子回路に供給されるようになっている。
【００７６】
　つまり、本実施例の電子体温計１では、測定具本体１２を皮膚の測定対象部位に固定す
る際に、バネ６の下方に突出しているセンサー保持部３が皮膚に接触して、センサー保持
部３が装着されたバネ６が、撓み変形して、その撓み幅だけセンサー保持部３を基板７０
側に移動させる。そして、バネ６の上方に突出した頂部３ｄの導電性部材３ｅが基板７０
のスイッチ回路７０ｂに接触する。これにより、センサー保持部３が皮膚に押し当てられ
ている間は常時、通電状態となり、測定の都度、電源スイッチを入切する操作が不要とな
り、又、測定中に電源が遮断される心配もない。
【００７７】
　尚、センサー保持部３の頂部３ｄの高さ及び導電性部材３ｅの厚さは、当然のことなが
ら、非押当時に導電性部材３ｅがスイッチ回路７０ｂに接触しないよう、又、バネ６がセ
ンサー１２ａを測定対象部位に所定圧力で押当付勢している間に導電性部材３ｅがスイッ
チ回路７０ｂから離れないよう、設計される。尚、スイッチ回路７０ｂに時定数回路が設
けられ、瞬間的な非接触状態が発生しても電源が遮断されないようになっていてもよい。
【００７８】
　又上記態様の他、１回の押当動作を検知してから所定時間は通電状態を維持するような
ラッチ回路及びタイマー回路がスイッチ回路７０ｂ又は電源回路に含まれていてもよい。
その場合には、体温測定中に、導電性部材３ｅとスイッチ回路７０ｂの非接触状態が発生
したとしても通電状態が継続され、安定した測定が行なえる。
【００７９】
　上カバー９は、部品収容部７を上方から覆い、部品収容部７を保護するとともに、美観
に優れた電子体温計１とする。詳細には、上カバー９は、蓋８の外径と同径の穿孔９ｂを
有し上面が傾斜したリング状部材９ａと、リング状部材９ａの内周面に３箇所突設された
掛止片９ｃと、リング状部材９ａの外周縁下方に立設した係合縁部９ｄとにより構成され
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ている。
【００８０】
　このうち、掛止片９ｃは、部品収容部７の突片７ｈに掛けられ、係合縁部９ｄは、溝７
ｄに嵌合し、これにより、上カバー９は部品収容部７に固定される。
【００８１】
　以上のようにして組立てられた電子体温計１は、バンド１０を手首や足首に巻いて、セ
ンサー１２ａが皮膚の測定対象部位に接触するように測定具本体１２を固定することによ
って、下ケース１２ｃの下方に突出しているセンサー１２ａが皮膚を押し当て、センサー
１２ａを浮動支持しているバネ６は、その特性に応じて撓み変形し、センサー１２ａを皮
膚に、バネ６の特性に応じた所定圧力で押当付勢する。
【００８２】
　従って、患者が長時間、電子体温計１を装着していても、圧迫感や苦痛を感じることな
く安定した体温測定が行われ、又、測定誤差も少ない。更に、下カバー４は、可撓性を有
するシリコンゴム製であり、センサー保持部３の外周囲に環状形成された段付き薄肉部４
ｄを有することから、皮膚のあらゆる凹凸にもフィットし、センサー１２ａが外気に接触
するのを防止することが出来る。
【００８３】
　図７は、電子体温計の第２実施例を示しており、電子体温計の測定具本体のうち、下ケ
ース２０の構造を表す図である。本実施例の下ケース２０は、バネ部２４と、バネ部２４
の中央下方に突出形成され、センサー１２ａを測定対象部位に接触可能に保持するセンサ
ー保持部２２と、バネ部２４の外周に設けられた枠部２６とにより構成された樹脂製一体
成形部材である。
【００８４】
　バネ部２４は、センサー保持部２２の外周に延設された内環２４ａと、枠部２６の内周
に延設された外環２４ｂと、内環２４ａと外環２４ｂとを連結する架設部２４ｃを備え、
内環２４ａから外環２４ｂに沿って上り斜面が形成された略円錐形状のバネ性部材である
。本実施例の架設部２４ｃは、内環２４ａを中心として１２０度ずつに３等分された円弧
状でありかつ、迷路状の穿孔２４ｄを有している。
【００８５】
　センサー保持部２２は、バネ部２４の下方に突出するように形成され、センサー１２ａ
が下方に露出するように下端が開口した筒状部材２２ａと、筒状部材２２ａの上端に突設
された突起部２２ｂと、突起部２２ｂの上面に設けられた導電性部材２２ｃとにより構成
される。尚、本実施例の導電性部材２２ｃも、先の実施例の導電性部材３ｅ同様、ゴム製
で、突起部２２ｂの上面に貼り付けられていてもよい。又、本実施例の筒状部材２２ａの
筒内には、先の実施例におけるカップ３１が保持されていてもよい。センサー保持部２２
がこのように筒状であり、かつ、カップ３１を保持していることによって、センサー１２
ａが外気に接触するのを遮断することが出来、測定誤差が軽減される。
【００８６】
　枠部２６は、本実施例の上ケース（図示せず）に係合する２箇所の掛止爪２６ａと、係
合溝２６ｂを備え、上ケースに固定される。尚、本実施例の上ケースの態様は、下ケース
２０との係合部分の形状を除き、先の実施例の上ケース１２ｂと実質的に同一である。又
、枠部２６の形状は、本実施例のものに限らない。
【００８７】
　このように構成された下ケース２０を備えた電子体温計であれば、測定具本体を測定対
象部位に固定する際に、バネ部２４の下方に突出したセンサー１２ａが、真っ先に測定対
象部位に接触して皮膚を押し当てるとともに、センサー保持部２２に接続しているバネ部
２４の内環２４ａに荷重を加える。外環２４ｂが固定されたバネ部２４の内環２４ａに荷
重が加われば、バネ部２４はその特性、すなわち復元力に応じた範囲でバネ部２４を円錐
高さを低くする方向に撓み変形する。
【００８８】
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　バネ部２４は、撓み変形することにより、センサー１２ａを測定対象部位にバネ部２４
の特性に応じた所定圧力で押当付勢するので、患者が長時間、電子体温計を装着していて
も、圧迫感や苦痛を感じることなく安定した測定が行われ、又、測定誤差も少ない。
【００８９】
　更に、本実施例の場合、センサー１２ａを装着した下ケース２０に、基板７０及び電池
７２を収容した上ケースを組み合わせるだけで、測定具本体が完成するので、先の実施例
におけるセンサー保持部３、バネ保持部５、バネ６各相互間の連結工程が不要となり、工
程が簡素化されるのみならず、部品点数が減りコストが削減される。
【００９０】
　尚、先の実施例では、下ケース１２ｃの構成要素に下カバー４が含まれており、下カバ
ー４は、センサー保持部３を嵌着するとともに、バネ保持部５及びバネ６を収容していた
が、本実施例では、下ケース２０自体が、センサー保持部２２、バネ部２４、枠部２６を
一体成形の上、得られたものであるから、下ケース２０の構成要素に下カバー４を含むか
どうかは任意である。
【００９１】
　又、導電性部材２２ｃは、先の実施例の導電性部材３ｅ同様、基板７０に設けられたス
イッチ回路７０ｂに接触することにより、電池７２の電力が基板７０内の電子回路に供給
されるようになっている。
【００９２】
　つまり、本実施例の電子体温計では、測定具本体を皮膚の測定対象部位に固定する際に
、バネ部２４の下方に突出しているセンサー保持部２２が皮膚に接触して、バネ部２４を
撓み変形させ、その撓み幅だけ、センサー保持部２２を上方の基板７０側に移動させる。
そして、バネ部２４の上方に突出した突起部２２ｂの導電性部材２２ｃが基板７０のスイ
ッチ回路７０ｂに接触する。これにより、センサー保持部２２が皮膚に押し当てられてい
る間は常時、通電状態となり、測定の都度、電源スイッチを入切する操作が不要となり、
又、測定中に電源が遮断される心配もない。
【００９３】
　尚、本実施例の突起部２２ｂや、先の実施例の頂部３ｄそのものが導電性部材で形成さ
れていてもよく、その場合には導電性部材３ｅ，２２ｃは不要である。
【００９４】
　以上、電子体温計の実施例につき説明したが、本発明の健康測定具は、上記実施例で説
明した構成要件の全てを備えた電子体温計に限定されるものではなく、各種の変更及び修
正が可能である。又、かかる変更及び修正についても本発明の特許請求の範囲に属するこ
とは言うまでもない。
【０１１５】
　本発明の健康測定具は、接触型センサー（温度センサー、圧力センサー、マイクロフォ
ン、圧電センサー、脳波用電極等）を備え、皮膚に接触して体温、心音、脈波、脳波等の
生体信号を検知する測定具本体から構成されるものであれば、実施例で説明した電子体温
計の他、心音計、脈波計、脳波計等であってもよく、その名称は問わない。
【図面の簡単な説明】
【０１１６】
【図１】電子体温計の一実施例を示す外観図である。
【図２】測定具本体の一実施例を示す内部縦断面図である。
【図３】測定具本体の一実施例を示す分解縦断面図である。
【図４】測定具本体の一実施例を示す分解斜視図である。
【図５】測定具本体の一実施例を示す分解斜視図である。
【図６】バネの一実施例を示す構成図である。
【符号の説明】
【０１１７】
１：電子体温計
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１０：バンド
１２，１４：測定具本体
１２ａ：センサー
１２ｂ：上ケース
１２ｃ：下ケース
２０：下ケース
２２：センサー保持部
２４：バネ部
２６：枠部
３：センサー保持部
４：下カバー
５：バネ保持部
６，６０：バネ
７：部品収容部
７０：基板
７２：電池
８：蓋
９：上カバー

【図１】 【図２】
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传感器保持部分3与皮肤接触并且突出到下壳体12c的下部。传感器保持
部分3安装在弹簧6上，弹簧6的外周由弹簧保持部分5固定并通过弹簧6浮
动和支撑。在将测量装置主体12固定到待测部件时，弹簧如图6所示，通
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